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歴史ある共演

８月５日(火)、盛り上がりがピー
クへ達する沼田まつり３日目の夜。
男たちに力強く担がれ、須賀・榛名
の両神社みこしが市役所広場に現れ
ました。
会場内へ響く勇ましいときの声。

時代を超え、脈々と受け継がれる沼
田まつりの姿がそこにありました。

今月の主な内容

■子ども・子育て支援新制度、幼稚園入園児募集■２－３

■写真で振り返る沼田まつり■４－５

■ウオーキング講習会、金婚・ダイヤモンド婚慶祝事業■６－７

８月５日　須賀・榛名神社みこしと祭りばやし共演(市役所広場)
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広報ぬまた 平成26年９月１日
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来年４月スタート
子ども・子育て支援新制度

問い合わせ　子ども課保育係(東原庁舎内)1内線７７２５８

全ての子どもが健やかに成長することができる社会を目指して、平成24年８月に子ども・子育て関連３法(子ども・

子育て支援法、認定こども園法の一部を改正する法律、関係法律の整備等に関する法律)が成立しました。

これらの法律に基づき、来年４月から｢子ども・子育て支援新制度｣がスタートする予定です。

新制度では、子どもや子育て家庭の状況に応じたさまざまな支援を市町村が中心となって行います。

地域のニーズを踏まえ、保育園などの施設を計画的に整備する

ほか、地域型保育事業などの実施により、保育の量や種類を増や

し、待機児童の解消を図ります。

また、職員の処遇や配置に関する改善を行い、量だけでなく質

の確保も図ります。

｢放課後児童クラブ(学童クラブ)｣、 ｢一時預かり事業｣、｢地域

子育て支援拠点事業｣などのさまざまなニーズに対応できる子育て支援策の充実を図ります。

幼稚園と保育園の機能や特徴を併せ持つ認定こども園の普及を図るとともに、認定こども園、幼稚園、保育園共通

の給付体制が創設され、質の高い教育・保育が提供されます。

子ども・子育て支援法において市町村は、地域の子ども・子育ての現状やニーズを把握し、それに基づいた５年を

１期とする事業計画を策定することとされています。

本市においても、保護者のニーズを調査し、市民の皆さんの意向などを把握するとともに、昨年11月に設置された

「沼田市子ども・子育て会議」の意見も聞きながら、事業計画の策定を進めています。

新制度の目的と主な内容
①保育の量的拡大・確保、教育・保育の質的改善

②地域の子ども・子育て支援の充実

③質の高い幼児期の学校教育・保育の総合的な提供

新制度に向けた本市の取り組み

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
の
保
育

料
は
ど
う
な
る
の
？

幼
稚
園
や
保
育
園
の
利
用
手
続

き
は
ど
う
な
る
の
？

来年度の保育園入園手続きについては、広報ぬまた10月号に掲載する予定です

問
い
合
わ
せ
　
各
幼
稚
園

来
年
度
の
入
園
児
を

募
集
し
ま
す

ぶ
ど
う
園
・
り
ん
ご
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

園名

榛名幼稚園

利南幼稚園

利南東幼稚園

池田幼稚園

薄根幼稚園

恵泉幼稚園

ちぐさ幼稚園

沼田幼稚園

榛名町3271-3

栄町141

上久屋町2161-2

発知新田町488

善桂寺町78

西倉内町663

柳町394

坊新田町1105-3

○22 ４７４０

○23１０７１

○23２３７３

○23９３１０

○23０６５１

○23３５８４

○23３３２４

○22 ２８５６

市
立

私
立

所在地 電話番号

支給認定
区　　分

対象となる子ども
利用できる主
な施設・事業

１号
認定

満３歳以上の就学前の子ども
(２号認定を除く)

認定こども園
幼稚園

認定こども園
保育園

認定こども園
保育園
地域型保育事
業など

満３歳以上で保護者の労働や
疾病などにより、保育を必要
とする子ども

満３歳未満で保護者の労働や
疾病などにより、保育を必要
とする子ども

２号
認定

３号
認定

〜
市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
〜



4

３
日
間
の
祭
り

が
、
間
も
な
く
終

わ
り
を
迎
え
る
頃
。

お
囃
子
の
音
色

が
響
く
須
賀
神
社

に
は
、
日
中
37
℃

に
ま
で
達
し
た
気

温
と
人
々
の
熱
気

を
少
し
ず
つ
冷
や

す
夜
風
が
、
そ
っ

と
境
内
を
駆
け
抜

け
て
い
ま
し
た
。

気
が
付
け
ば
、

ま
ん
ど
う
を
見
上

げ
る
視
線
の
先
で

月
も
輝
い
て
い
ま

し
た
。

最
後
ま
で
好
天

に
恵
ま
れ
た
今
年

の
沼
田
ま
つ
り
。

写
真
で
振
り
返
り

ま
す
。

３日５日

４日
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広報ぬまた 平成26年９月１日

市役所 123－2111524－5179 白沢町振興局 153－2111553－2188 利根町振興局 156－2111556－36747

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な

い
と
満
額
で
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。
保

険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
納

付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
人

は
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保

険
料
を
納
め
れ
ば
満
額
に
近
づ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
任
意
加
入
手
続

き
が
で
き
る
人
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
で
、
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

人
※
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
受
給

者
は
不
可

②
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
、
老
齢
基

礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た

さ
な
い
人

③
20
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
海
外
在

住
の
人

問
い
合
わ
せ

渋
川
年
金
事
務
所
国

民
年
金
課
1
０
２
７
９
　
１
６

０
７
へ

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

昭和19年に藤原国民学校に赴任後、

猿ヶ京小学校長や升形小学校長を歴任

池田小学校長時代には新校舎建設に携

わるなど、昭和61年に退職されるまで

42年間教育の発展に尽力されました。

｢教え子との数々の感動は教師冥利

に尽きる思いです。思いも寄らぬ受章

につきまして深く感謝申し上げます｣

結婚後満50年(金婚)、60年(ダイヤモンド婚)を迎える

夫婦に対し、長寿と健康で幸せな家庭生活を祝福するた

め、慶祝状と記念品を贈呈しお祝いします。

対象
金婚 昭和39年12月31日までに婚姻を届け出た夫婦

ダイヤモンド婚 昭和29年12月31日までに婚姻を届け出

た夫婦

※どちらも市内在住で、引き続き１年以上居住している

夫婦に限ります

慶祝の期日 市の主催する慶祝事業の開催日(来年２月

予定。申請した対象者には後日招待状を送付します）

申し込み ９月30日(火)までに申請書に必要事項を記入

し、高齢福祉課、または白沢町・利根町総務課市民係

へ(申請書は提出先窓口に設置)

※本籍地が市外の場合、戸籍抄本の添付が必要となりま

す。代理人でも申請が可能です

本市の100歳以上(今年中に100歳以上となる人を含む)

の人は32人です。紙面掲載に同意していただいた皆さん

を紹介します。(８月１日現在。敬称略)

◆106歳(明治41年生まれ) 根岸●ず(新町)、★橋やえ
(坊新田町)

◆105歳(明治42年生まれ) 加藤●み(上久屋町)
◆104歳(明治43年生まれ) 桑原●る(上久屋町)
◆103歳(明治44年生まれ) 尾身キサ(鍛冶町)、佐々木ト
キヱ(新町)、小材志希(久屋原町)、大河原初江(奈良町)

◆102歳(明治45年・大正元年生まれ) 大出●を(横塚
町)、中澤てる(利根町穴原)、横坂●●(井土上町)、

●野ふさ(井土上町)、●田きく(白沢町尾合)

◆101歳(大正２年生まれ) 代田キヨ(中町)、★野はる
(戸鹿野町)、澁谷ひさゑ(下沼田町)、倉品ユキ(下久屋

町)、千明なつ(下川田町)、倉品せい子(馬喰町)、藤澤

ヨシ(鍛冶町)

◆100歳(大正３年生まれ) 金子コサト(横塚町)、小林
繁藏(西倉内町)、田辺虎夫(利根町大原)、青木たに

(鍛冶町)、半田トラ(坊新田町)、藤塚シウ(横塚町)、

唐澤七美雄(栄町)、沼田秀雄(町田町)、織田澤テル

(白沢町尾合)

とき 10月31日(金)午前10時～正午(９時30分受け付け開始)

ところ 沼田公園グラウンド(集合場所)

※雨天の場合はバスタオルと上履きを持参して市民体育館へ

持ち物 飲み物、汗ふきタオル、帽子など

定員 約150人

参加費 無料

申し込み ９月22日(月)から10月10日(金)

までに各町保健推進員、または健康課保

健係へ

問い合わせ 健康課保健係(保健福祉センター内)1内線７６２０４へ

とき 10月４日(土)午前９時30分～午後３時

ところ 保健福祉センター

内容 地区筋トレ長期継続団体表彰、地区筋トレ活動発表、口腔相談、体年齢チェック、鍼・マッサージ治療体験

コーナー、認知症サポーター養成講座、認知症予防カレー試食など

高齢者が自分らしく生き生きと暮らすために大切な「転倒予防(寝たきり予防)」と「認知症予防」をテーマに、各種講

演や実演、展示などを行います。

健康運動指導士による楽しく学

ぶウオーキング講習会を開催しま

す。体力ごとに班に分かれ、沼田

公園を歩きます。ウオーキングの

基礎を身に付けて体を動かし、心

と体をリフレッシュしませんか。

おめでとうございます高齢者叙勲

瑞宝双光章

今井　和夫さん(高橋場町)
元公立小学校長

市制施行60周年記念事業 ウオーキング講習会

第９回いきいき筋トレ大会＆第６回認知症予防フェスタinぬまた
～わらって、しゃべって、Ｌｅｔ'ｓ脳活～

問い合わせ 高齢福祉課高齢福祉係(東原庁舎内)1内線７７２５５、７７２５６

市民の安心・安全を確保するため、本人情報や医療情

報、連絡先などの緊急時に必要な情報を保管する救急医

療情報キットを給付します。

対象 市内在住で、次のいずれかに該当する人

①65歳以上の高齢

者のみの世帯

②日中、または夜

間において①に

準じる人

③障害者総合支援

法に規定する障

害のある人

申し込み 申請書に必要事項を記入し、高齢福祉課、ま

たは白沢町・利根町総務課市民係へ(申請書は提出先

窓口に設置)

※代理人でも申請が可能です

敬老祝金は、市内の高齢者で祝年を迎える人と100歳

以上の人に祝金を贈り長寿を祝福し、市民の敬老思想の

高揚と高齢者の福祉増進に寄与することを目的としてい

ます。特に申請などの必要はありません。該当者にはあ

らためて通知します。

対象 ４月１日から翌年３月31日までに、77歳、88歳、

99歳に達する人と100歳以上の人で、その年の９月１

日を基準日として本市に引き続き１年以上居住し、住

民票に記載されている人

本年度の該当者は次の人になります。

77歳／喜寿(祝金5,000円)
昭和12年４月２日から昭和13年４月１日生まれの人

88歳／米寿(祝金１万円)
大正15年４月２日から昭和２年４月１日生まれの人

99歳／白寿(祝金３万円)
大正４年４月２日から大正５年４月１日生まれの人

100歳以上(祝金５万円)
大正４年４月１日以前に生まれた人
問い合わせ 高齢福祉課高齢福祉係(東原庁舎内)1内線

７７２５６、白沢町総務課市民係1内線３４、利根町

総務課市民係1内線２９へ

。

問い合わせ 高齢福祉課介護予防係(東原庁舎内)1内線７７２７１



近
年
で
は
、
東
日
本
大
震
災
な
ど

大
地
震
に
よ
る
被
害
が
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
災
害
時
に
消
火
・
防
災

活
動
や
救
助
活
動
、
避
難
誘
導
、
警

戒
活
動
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
消
防

団
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

災
害
時
に
出
動
す
る
ほ
か
、
１
年

を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
り

ま
す
。

平
常
時
の
活
動

火
災
予
防
・
警
戒

運
動(

春
季
・
秋
季
火
災
予
防
運

動
、
歳
末
特
別
警
戒)

、
消
防
団

活
動
訓
練(

ポ
ン
プ
操
法
訓
練
、

機
関
員
講
習
、
新
入
団
員
教
養
訓

練)

、
機
械
器
具
や
消
防
水
利
の

点
検
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力

な
ど
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10
月
１
日(

水)

か
ら
国
民
健
康
保

険
の
被
保
険
者
証(

以
下
、
保
険
証

と
い
う)

が
更
新
さ
れ
ま
す
。

現
在
使
用
中
の
保
険
証
は
９
月

30
日(

火)

ま
で
有
効
で
す
。
新
し
い

保
険
証
は
９
月
下
旬
ま
で
に
世
帯
主

へ
郵
送
し
ま
す
。
郵
送
を
希
望
し
な

い
場
合
は
市
役
所
窓
口
で
交
付
し
ま

す
の
で
、
９
月
12
日(

金)

ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

国
保
税
を
納
め
て
い
な
い
人
に
は
、

納
税
相
談
を
行
っ
た
上
で
保
険
証
を

お
渡
し
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

特
別
の
事
情
も
な
く
長
期
に
わ
た

り
滞
納
し
て
い
る
場
合
は
、
短
期
被

保
険
者
証
、
ま
た
は
資
格
証
明
書
を

交
付
し
ま
す
。
短
期
被
保
険
者
証
は

一
般
の
保
険
証
と
同
じ
効
力
で
す
が
、

通
常
１
年
間
の
有
効
期
限
が
６
カ
月

間
に
な
り
ま
す
。

資
格
証
明
書
は
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
で
、

医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
10
割
と

な
り
ま
す
。
資
格
者
証
を
所
持
す
る

人
で
も
、
滞
納
の
解
消
な
ど
に
よ
り

通
常
の
保
険
証
を
交
付
さ
れ
た
場
合

は
、
申
請
す
る
こ
と
で
10
割
負
担
し

た
医
療
費
の
７
割
が
返
還
さ
れ
ま
す
。

保
険
証
の
裏
面
は
、
臓
器
提
供
に

つ
い
て
の
意
思
を
記
載
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
記
載
し
た
情
報

を
保
護
す
る
た
め
の
シ
ー
ル
を
市
民

課
国
保
年
金
係
に
て
配
布
し
ま
す
の

で
、希
望
す
る
人
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
や
国
保

税
の
所
得
税
と
個
人
住
民
税
で
の
社

会
保
険
料
控
除
は
、
納
付
の
方
法
に

よ
っ
て
適
用
対
象
が
変
わ
り
ま
す
。

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
場
合
は
、

そ
の
年
金
の
受
給
者
に
社
会
保
険
料

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
口
座
振
替

に
よ
り
保
険
料(

税)

を
納
付
し
た
場

合
は
、
実
際
に
納
付
し
た
人
の
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
年
金
係

1
内
線
３
１
３
４
、
白
沢
町
総
務

課
市
民
係
1
内
線
３
１
、
利
根
町

総
務
課
市
民
係
1
内
線
４
１
へ

9

消
防
団
の
重
要
性

消
防
団
の
活
動

防
団
員
は
、
普
段
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
に
就
き
な
が
ら
、

火
事
や
台
風
な
ど
の
災
害
発
生
時
に

は
地
域
の
安
心
と
安
全
を
守
る
た
め

の
活
動
を
行
い
、
消
防
力
・
防
災
力

向
上
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

消

市では、消防団の活動に積極的に協力して

いる事業所などを認定する｢消防団協力事業

所制度｣を設けています。

認定された事業所には表示証を交付します。

ぜひ、申請してください。

◆消防団協力事業所制度

消防団員を募集します
消防団を取り巻く環境は年々変化し、全国的にも入団希望者が減少し

続け団員数の減少や高齢化など多くの問題に直面しています。地域の安

全を守り、安心して暮らせる生活のためには、地域に住み、地域を知っ

ている皆さんの力が必要です。ぜひ、消防団への入団をお願いします。

消防団員は非常勤特別職の地方公務員です。消防本部や消防署に勤務

し、専門的に消防活動などを行っている消防士とは身分が異なります。

団員になると、階級に応じて条例で定められた年額報酬や手当てなどが

支給されるほか、下記のような待遇が受けられます。

問い合わせ　防災対策課消防係1内線３３６３

消防団員の身分と待遇

消
防
団
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

地
域
の
安
全
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
た
め

臓
器
提
供
意
思
表
示
と

保
護
シ
ー
ル
に
つ
い
て

年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
た
場
合

と
口
座
振
替
で
納
付
し
た
場
合
の

社
会
保
険
料
控
除
の
取
り
扱
い

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

10
月
１
日(

水)

か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

記載内容は必ず確認しましょう

(表)

(裏)

［見本］

消防被服などの貸与／公務災害補償制度

退職報償金支給制度／各種表彰制度

修繕された西原新町山車 新調された白沢町みこし

(公財)群馬県市町村振興協会が行う魅力あるコミュニティ助成事業では、地域コミュニティの健全な発展を図る

ことを目的に、自治会活動などに必要な設備の整備に対し助成を行っています。

本年度は、西原新町において山車太鼓の購入と山車の修繕を行い、白沢町では大人みこしを購入しました。

問い合わせ 総務課行政係1内線３２１２へ

この宝くじの収益金は、市町村の明るい街

づくりや環境対策、高齢化対策など地域住民

の福祉向上のために使われます。

問い合わせ (公財)群馬県市町村振興協会1０

２７(２９０)１３５０へ

発売期間 ９月19日(金)～10月10日(金)
抽せん日 10月17日(金)
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市
で
は
、
税
を
滞
納
し
納
税
の
意

欲
が
み
ら
れ
な
い
人
に
対
し
財
産
の

差
し
押
さ
え
を
行
い
、
差
し
押
さ
え

た
財
産
を
合
同
で
公
売(

売
却)

し
て

売
却
代
金
を
滞
納
と
な
っ
て
い
る
税

に
充
て
て
い
ま
す
。
今
回
の
公
売
は

入
札
方
式
に
よ
り
片
品
村
、
み
な
か

み
町
、
利
根
沼
田
行
政
県
税
事
務
所

と
合
同
で
実
施
し
ま
す
。

と
き

12
月
２
日(

火)

午
後
２
時(

午

後
１
時
受
け
付
け
開
始)

と
こ
ろ

県
利
根
沼
田
振
興
局
庁
舎

４
階
４
０
１
会
議
室

物
件
に
つ
い
て

本
市
の
物
件
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。
公
売
内
容

や
最
低
公
売
価
格
、
公
売
保
証
金

は
、
市
の
掲
示
板
に
公
告
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す

持
参
す
る
も
の

公
売
保
証
金
、
印

鑑
な
ど

※
登
記
簿
上
の
地
目
が
、「
畑
」や「
田
」

の
農
地
物
件
の
買
い
受
け
希
望
者

は
、
農
業
委
員
会
が
交
付
す
る「
買

受
適
格
証
明
書
」を
公
売
当
日
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
地

法
申
請
書
受
付
期
間(

９
月
10
日(

水)

〜
16
日(

火)

、
10
月
９
日(

木)

〜
15

日(

水))

内
に
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
い
こ
と
は
、
市
農
業
委
員
会

事
務
局
1
内
線
３
２
４
０
へ

そ
の
他

公
売
は
、
中
止
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
入
札
前
に
実

施
の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

市
外
物
件
の
問
い
合
わ
せ

合
同
公

売
す
る
市
外
物
件
の
詳
細
は
、
次

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◆
片
品
村
住
民
課
1

２
１
１
１

◆
み
な
か
み
町
税
務
課
滞
納
整
理
室

1

２
１
１
１

◆
利
根
沼
田
行
政
県
税
事
務
所
県
税

課
収
納
係
1

４
３
３
６

７
月
20
日(

日)

か
ら
３
年
間
、
農

業
の
振
興
・
発
展
の
た
め
に
活
躍
し

て
い
た
だ
く
農
業
委
員
の
皆
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

※
敬
称
略
、()

内
は
担
当
地
区
、
●

は
選
任
、
▼
は
選
挙
に
よ
る
選
出

●
会
長
／
松
井
富
雄
●
会
長
職
務
代

理
者
／
金
井
嘉
延
▼
白
石
淳
一(

東

倉
内
町
、
西
倉
内
町
、
材
木
町
、
上

之
町
、
馬
喰
町
、
中
町
、
坊
新
田
町
、

下
之
町
、
鍛
冶
町
、
榛
名
町
、
清
水

町
、
薄
根
町)

●
霜
垣
正
志(

柳
町
、

高
橋
場
町
、
桜
町
、
上
原
町
、
東
原

新
町
、
西
原
新
町)

▼
川
上
誠
一
郎

(

戸
鹿
野
町
、
新
町
、
沼
須
町)

▼
松

井
雅
嗣(

上
沼
須
町
、
横
塚
町
、
栄

町)

▼
永
井
利
衞(

下
久
屋
町
、
上
久

屋
町
、
久
屋
原
町)

▼
宮
下
庄
吉(

佐

山
町
、
中
発
知
町)

▼
斎
藤
岩
男(

上

発
知
町)

▼
左
部
正
一
郎(

発
知
新
田

町
、
奈
良
町
、
秋
塚
町)

▼
松
井
則

雄(

下
発
知
町
、
岡
谷
町)

▼
桑
原
理

市(

下
沼
田
町
、
白
岩
町
、
硯
田
町
、

恩
田
町)

▼
安
原
文
雄(

井
土
上
町
、

宇
楚
井
町
、
原
町
、
堀
廻
町)

▼
木

村
清
司(

大
釜
町
、
善
桂
寺
町
、
石

墨
町)

▼
金
子
善
吉(

戸
神
町
、
町
田

町)

▼
小
林
求(

上
川
田
町)

▼
石
井
高

光(

下
川
田
町
宮
塚
・
滝
・
平
井

・
内
宿)

▼
伊
与
久
照
雄(

下
川
田
町

前
宿
・
前
原
・
田
中
・
入
沢
・
横
子

・
旭
・
大
竹
、
今
井
町
、
屋
形
原
町

篠
尾)

▼
生
方
一
世(

屋
形
原
町
北
原

・
久
保
・
広
瀬
・
下
新
道
・
鍋
沢
、

岩
本
町)

▼
小
林
康
弘(

高
平)

▼
南

美
喜
雄(

生
枝
、
岩
室)

▼
宮
田
和
夫

(

尾
合
、
平
出)

▼
中
林
亘(

上
古
語

父)

▼
小
林
玉
男(

下
古
語
父)

▼
清

水
文
明(

追
貝)

▼
吉
野
幸
克(

平
川

伊
香
原
・
立
沢
・
平
原)

▼
井
上
嘉

輝(

平
川
広
内
・
駒
寄
・
上
・
中
・

下
組
、
千
鳥)

▼
金
子
美
代
次(

大
楊
、

高
戸
谷)

▼
青
木
★(

老
神
、
大
原
、

園
原)

▼
鈴
木
正
夫(

穴
原
、
柿
平
、

日
向
南
郷
、
日
影
南
郷
、
青
木
、
砂

川)

▼
小
菅
利
雄(

根
利
、
小
松)

▼

佐
々
木
勝
美(

輪
組
、
二
本
松)

▼
見

城
覚(
多
那)

●
片
山
あ
い
子
●
塩
野

豊
栄
●
小
林
由
喜
子

物
件
番
号

物件の表示など(本市の公売物件)

所在地

沼田市利根町
高戸谷字橋場
14-1

土地
建物

土地587.12㎡

建物276.38㎡

地目 地積(㎡)

１

農
地
法
と
は
、
農
地
と
そ
の
耕
作

者
の
権
利
保
護
や
食
料
の
安
定
供
給

を
目
的
に
、
農
地
を
農
地
以
外
の
も

の
に
す
る
こ
と
を
規
制
し
て
農
地
の

効
率
的
な
利
用
を
図
る
た
め
の
法
律

で
す
。

農
地
の
権
利
移
転
や
農
地
を
農
地

以
外(

宅
地
な
ど)

の
用
途
に
使
用
す

る
た
め
に
は
法
律
に
基
づ
い
た
手
続

き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
を
せ
ず
に

行
っ
た
場
合
は
法
律
で
罰
せ
ら
れ
ま

す
。
農
地
法
の
申
請
手
続
き
に
は
い

ろ
い
ろ
な
要
件
が
関
わ
っ
て
く
る
た

め
、
事
前
に
農
業
委
員
会
事
務
局
、

ま
た
は
地
元
の
農
業
委
員
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

許
可
の
解
説

第
３
条
許
可

農
地
を
農
地
と
し
て

使
用
す
る
た
め
権
利
設
定
や
移
転

を
行
う
と
き

第
４
条
許
可

自
分
の
農
地
を
自
分

で
農
地
以
外
に
使
用
す
る
と
き

第
５
条
許
可

農
地
の
所
有
者
以
外

の
人
が
農
地
以
外
に
使
用
す
る
た

め
権
利
設
定
や
移
転
を
行
う
と
き

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

1
内
線
３
２
４
０
へ

知
っ
て
お
き
た
い

農
地
法
の
手
続
き

不
動
産
を
合
同

公
売
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
徴
収
対
策
室
　

1
内
線
３
１
６
０

対象 市内に在住、または在勤の人

受講料 無料(教材費については実費負担)

申し込み ９月11日(木)から24日(水)までに電話、または直接中央公民館窓口へ

※受付時間は、午前８時30分から午後５時15分まで(土・日曜日、祝日を除く)。先着順で定員となり次第受け付け終了

■沼田の歴史講座

とき 10月７日、21日、11月11日、25日、12月２日の各火曜日午後２時～４時(全５回)

※11月11日(火)は、午後１時～４時30分

内容 利根沼田の街道と宿場(東西南北に走るさまざまな旧道と真田氏が開いた八宿)／郷土の絹蚕業遺産(薄根の大ク

ワ、利根の風穴、馬鳴菩薩像など)／文化財や絹遺産を訪ねる見学会(池田・薄根地区、義民の墓・風穴・大クワ・道

祖神など)／農民騒動そして剣術の騒動(江戸末期に起きた見取騒動や園原騒動)／沼田周辺の伝説、民話、史話(追母

薬師悲話・田植え地蔵・義経落人伝説など)

講師 市文化財調査委員　金井竹徳さん

定員 30人

教材費 無料

■スポーツ吹き矢教室

とき 10月17日、24日、11月７日、14日、21日、

28日の各金曜日午後２時～３時30分(全６回)

講師 勝見綾子さん

定員 16人

教材費 3,000円(全期分)

中央公民館の教養教室

ライフスタイルなどの変化により、近年の家族形態は核家族

や共働き世帯が増えています。また、少子高齢化、人口減少も

進む中で子育てや介護についての問題も多くなってきています。

このような大きな社会の変化の中で、今後も幸せな家庭を築

くためには何が必要かを、｢リング｣｢らせん｣の作者であり、自

称｢文壇最強の子育てパパ｣でもある鈴木光司さんにお話しいた

だきます。どなたでも参加できます。気軽にお出掛けください。

とき ９月27日(土)午後１時30分開演

ところ 保健福祉センター４階ホール

演題 新しい家族のあり方～これからの

パートナーシップ～

講師 鈴木光司さん(作家)

入場料 無料

申し込み 電話、またはファクス(○22８
４４４)、Ｅメール(numatanchi@ia5.i

tkeeper.ne.jp)で生活課協働推進係へ

※託児を希望する人は９月19日(金)までに予約が必要です
問い合わせ 生活課協働推進係(保健福祉センター内)1内線７

６２１２へ

男女共同参画講演会＆講座の参加者を募集します
市制施行60周年記念事業講演会

誰もが自分らしく生きるために

問い合わせ　中央公民館1○23０１４３

スポーツ吹き矢教室

沼田の歴史講座

鈴木光司さん

ぐんま男女共同参画センター｢とらいあんぐるん

大学連携講座｣の参加者を募集します。

自分たちの生活と男女共同参画との関連について

学ぶ講座を、東京家政大学と共同で開催します。

受講料 無料

申し込み 電話でぐんま男女共同参画センターへ

問い合わせ ぐんま男女共同参画センター1０２７

(２２４)２２１１へ

講座

※各回とも午後１時30分～３時30分開催
※全日程参加が原則ですが、各回だけの参加も可能です

読売新聞東京本社取
締役メディア局長
福士千恵子さん

女性の活躍と
日本の未来

ぐんま男女共同
参画センター 60人10月25日

(土)

回

1

共愛学園前橋国際大
学副学長
大森昭生さん
同大学地域共生研究
センター顧問
宮崎俊弥さん

繭と生糸とか
かあ天下～群
馬の女性の今
と昔～

群馬県生涯学習
センター 100人11月16日

(日)2

東京家政大学女性未
来研究所長
樋口恵子さん

これからの育
児と介護

ぐんま男女共同
参画センター 60人11月22日

(土)3

東京家政大学看護学
部看護学科講師
齋藤正子さん

防災とジェン
ダー～男女共
同参画の視点
から防災を考
える～

ぐんま男女共同
参画センター 60人12月６日

(土)4

テーマ とき ところ 講師定員
(先着順)
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市ホームページでも、イベント結果などを紹介しています。ぜひ、ご覧ください。

７
月
８
日
、
沼
田
商
工
会
議
所
青

年
部
主
催「
沼
田
観
光
親
善
大
使
」選

考
会
が
行
わ
れ
、
３
人
の
大
使
が
誕

生
し
た
。
増
田
真
衣
さ
ん
は
、
そ
の

う
ち
の
１
人
。
こ
の
一
年
間
で
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
沼
田
を
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

「
決
ま
っ
た
時
は
、
友
達
か
ら
冗
談

交
じ
り
に
冷
や
か
さ
れ
ま
し
た
。
み

な
か
み
出
身
な
の
で
、
沼
田
を
あ
ま

り
知
ら
な
く
て
。
沼
田
の
観
光
や
歴

史
を
勉
強
中
で
す
。
今
は
、
沼
田
を

と
て
も
新
鮮
に
感
じ
て
い
ま
す
」

す
で
に
８
月
の
沼
田
ま
つ
り
で
大

使
と
し
て
の
初
仕
事
を
終
え
た
ば
か

り
。
当
日
は
ピ
ン
ク
の
法
被
を
ま
と

い
、
天
狗
み
こ
し
の
先
頭
で
伝
統
あ

る
夏
祭
り
を
華
や
か
に
盛
り
上
げ
た
。

沼田まつりで活躍する３人。左
から増田さん、真下さん、小岸
さん

沼
田
を
新
鮮
に
感
じ
な
が
ら
、
笑
顔
で
頑
張
り

ま
す
。
各
会
場
で
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ね

2014沼田観光親善大使

さん増田　真衣

Mai Masuda

８月24日(日)

にぎわう晩夏の老神温泉郷
第12回とねふるさと風のまつり

会場は大勢の住民や観光客らでにぎわい、
たくさんのアトラクションやステージ発表が
行われたほか、みこしが温泉街を威勢よく練
り歩きました。フィナーレでは、太鼓團蛇陣
の勇壮な太鼓演奏を皮切りに、約3,000発の
鮮やかな花火が晩夏の夜空を彩りました。

８月17日(日)・18日(月)

深まる、距離を超えた絆
第３回沼田南中学校気仙沼交流事業

本町通り育成会連合会が主催したツアーに南中生徒や関係者ら約50人近くが参加し、東日本大震災で
被災した気仙沼市を訪れました。ツアー初日、日中は復興の進む市内の様子やカキ養殖場などを見学し、
夜は震災当時から変わりゆく市内の様子について現地の人から講話を受けました。翌日は地元大島中学
校生徒たちとの交流会が行われ、学校生活などについて会話を弾ませたほか、気仙沼市役所に生徒自ら
集めた義援金を届けました。参加した生徒は｢何かしたいと思いながら１人では何もできませんでした。
このツアーに参加することで思いを形にできて嬉しいです｣と笑顔で話してくれました。
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白沢ベアーズ（会員数15人） 代表者　中澤　和也 さん
連絡先090-2414-0206（小黒幹史さん）

野球をきっかけとして礼儀正しい子
どもに育つよう、昭和55年に発足した
少年野球チームです。体力強化をモッ
トーに、楽しんで野球ができるよう、
火・木・土・日曜日の週４回白沢農民
広場で練習を行っています。野球以外
にも、ディズニーランドへのバス旅行
やバーべキュー、クリスマス会などの
イベントを行っています。現在、共に
活動する部員を募集しています。興味
のある人は、見学や入部体験などに、
ぜひ、お越しください。

「
最
初
、
天
狗
さ
ん
の
前
で
３
人
で

ワ
ッ
シ
ョ
イ
と
音
頭
を
と
っ
た
の
で

す
が
、
初
め
て
で
全
然
息
が
合
わ
な

く
て
。
で
も
市
役
所
に
戻
る
頃
に
は

バ
ッ
チ
リ
で
し
た
。
や
は
り
夏
祭
り

は
見
る
だ
け
で
な
く
参
加
し
な
い
と
。

途
中
で
担
が
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

担
ぎ
手
の
熱
気
が
凄
か
っ
た
で
す
ね
」

明
る
く
元
気
な
姿
に
誰
も
が
親
し

み
を
覚
え
る
増
田
さ
ん
。
大
使
３
人

の
中
で
の
自
分
の
役
割
を
聞
い
た
。

「
私
が
一
番
年
下
な
の
で
２
人
を

見
習
い
な
が
ら
、
素
直
に
あ
り
の
ま

ま
の
自
分
を
出
し
て
い
き
た
い
で
す
。

観
光
親
善
大
使
と
し
て
私
の
楽
し
む

姿
が
観
光
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
各
会
場
で
見
か
け
た

ら
、ぜ
ひ
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
ね
」

近
い
う
ち
に
食
事
会
を
す
る
３
人
。

今
後
の
仲
の
良
い
３
人
組
の
活
躍
ぶ

り
に
注
目
が
集
ま
る
。
次
回
は
、
９

月
13
日
開
催
の
最
先
端
花
火
シ
ョ
ー

「
沼
田
花
火
大
会
」に
登
場
予
定
だ
。



○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
出
会
い
頭
事
故
・
追
突
事
故
の
防

止
問
い
合
わ
せ

生
活
課
生
活
係(

東

原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７
３
５
２

へ新
築
や
増
築
し
た
家
屋
の
固
定
資

産
税
の
評
価
額
を
算
定
す
る
た
め
に
、

市
職
員
が
家
屋
調
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
屋
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
を
取

り
壊
し
た
場
合
や
店
舗
、
住
宅
な
ど

を
他
の
用
途
に
変
更
し
た
場
合
も
調

査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係
1

内
線
３
１
４
６
へ

幼
児
を
対
象
と
し
た
水
痘
と
高
齢

者
を
対
象
と
し
た
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
が
、
予
防
接
種
法
の
改
正
で
定
期

接
種
に
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
10

月
１
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
ぬ
ま
た
10
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
課
予
防
係(

保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

内
線
1
７

６
２
０
７
へ

注
意
事
項

○
ご
み
は
、
午
前
７
時
か
ら
８
時
30

分
ま
で
の
間
に
、
住
ん
で
い
る
地

区
の
決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
し
て
く
だ
さ
い

○
ご
み
袋
に
は
、
必
ず
町
名
と
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
番
号
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い

○
収
集
日
以
外
は
絶
対
に
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い

○
多
量
の
ご
み
は
、
分
け
て
出
す
か

直
接
処
理
施
設
に
搬
入
し
て
く
だ

さ
い

○
事
業
所
や
営
業
所
の
ご
み
は
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
へ
は
出
せ
ま
せ
ん
。
直

接
搬
入
す
る
か
、
許
可
事
業
者
へ

依
頼
し
て
く
だ
さ
い

※
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
や「
保

存
版
　
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

環
境
課
廃
棄
物
係(

東

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７
３
７

３
へ

浮
き
輪
、
ゴ
ー
グ
ル
、
衣
類
な
ど

市
民
プ
ー
ル
の
忘
れ
物
を
お
預
か
り

し
て
い
ま
す
。

心
当
た
り
の
あ
る
人
は
、
市
民
体

育
館
ま
で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

体
育
課(

市
民
体
育

館
内)

1

９
４
４
４
へ

14

広報ぬまた 平成26年９月１日

お
知
ら
せ

９
月
21
日(

日)

〜
30
日(

火)

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

運
動
重
点
事
項

市
職
員
が
家
屋
調
査
を
行
い
ま
す

水
痘(

水
ぼ
う
そ
う)

と
高
齢
者
肺

炎
球
菌
予
防
接
種
に
つ
い
て

ご
み
を
出
す
と
き
は

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

市
民
プ
ー
ル
の
忘
れ
物
を

お
預
か
り
し
て
い
ま
す

市　役　所　1 23 ２１１１
白沢町振興局　1 53 ２１１１
利根町振興局　1 56 ２１１１

中里　匠
たく

海
み

くん（３歳11カ月）

果実と歌と絵本が大好き。この夏
のスイカをたくさん食べて元気いっ
ぱいです。お手伝いもすすんでして
くれる、頼もしい存在です。

(奈良町)

市役所 123－2111524－5179 白沢町振興局 153－2111553－2188 利根町振興局 156－2111556－3674

■
芝
生
広
場

▽
岡
谷
政
一
お
茶
会

▽
ハ
ナ
・
フ
ラ
メ
ン
コ
ス
タ
ジ
オ

と
き

９
月
27
日(

土)

午
前
11
時
〜

午
後
１
時

※
サ
ン
マ
祭
り
と
同
時
開
催

■
森
林
の
館

▽
小
川
教
室
ビ
ー
ズ
の
作
品
展(

チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
・
体
験
教
室)

と
き

９
月
12
日(

金)

〜
15
日(

月)

▽
花
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
作
品
展

主
催

池
坊
利
根
支
部

▽
石
田
久
美
子
油
彩
画
展

※
絵
画
ク
ラ
ブ
セ
ピ
ア
展
・
石
田
教

室
展
同
時
開
催

と
き

９
月
25
日(

木)

〜
28
日(

日)

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
は
、
午
前
10

時
〜
午
後
４
時(

最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で)

▽
人
形
陶
芸
家
新
藤
廣
子
の
か
え
る

陶
芸
体
験
教
室
・
サ
イ
ン
会

と
き

９
月
20
日(

土)

午
前
10
時
〜

正
午

参
加
費

１
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま

た
1

９
３
０
１
、
農
林
課
振
興

係
1
内
線
３
２
３
３
へ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
を
含
む
８
日
間
を
経
験
し
た
市

内
の
中
学
生
15
人
が
、
そ
の
内
容
を

報
告
し
ま
す
。
市
内
各
学
校
の
教
職

員
や
保
護
者
の
ほ
か
に
、
市
民
の
皆

さ
ん
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
き

10
月
３
日(

金)

午
後
３
時
〜

午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
４
階
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
学
校
教

育
係
1
３
３
２
３
へ

「
赤
毛
の
ア
ン
」を
日
本
に
初
め
て

紹
介
し
た
翻
訳
家
・
村
岡
花
子
の
生

涯
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

で
作
品
化
さ
れ
、
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。
年
齢
を
問
わ
ず
、
多
く
の
人

々
の
心
を
と
り
こ
に
し
て
き
た「
赤

毛
の
ア
ン
」の
魅
力
に
触
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
こ
ろ

図
書
館
２
階
特
集
コ
ー
ナ

ー
テ
ー
マ

村
岡
花
子
と
赤
毛
の
ア
ン

〜「
赤
毛
の
ア
ン
」原
作
者
Ｌ
・
Ｍ

・
モ
ン
ゴ
メ
リ
生
誕
１
４
０
周
年

記
念
〜

問
い
合
わ
せ

図
書
館
1

０
５
５

０
へ

き
れ
い
な
川
を
子
ど
も
た
ち
に
残

し
、
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
、
下

水
道
の
役
割
や
重
要
性
を
考
え
ま
し

ょ
う
。
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域

の
皆
さ
ん
は
、
積
極
的
に
下
水
道
へ

の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
、
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域

を
対
象
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

を
推
進
す
る
た
め
、
予
算
の
範
囲
内

で
設
置
費
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
補
助
額

５
人
槽
　
32
万
６
０
０
０
円

６
〜
７
人
槽
　
39
万
４
０
０
０
円

８
〜
50
人
槽
　
49
万
９
０
０
０
円

ま
た
、同
補
助
金
を
受
け
た
人
で
、

単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取
り
便
槽

か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
換
え

た
場
合
に
、
エ
コ
補
助
金(

１
基
当

た
り
10
万
円)

を
交
付
し
ま
す
。

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
下
水
道
を

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

①
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
は
流

さ
な
い

②
台
所
の
ご
み
を
流
さ
な
い

③
危
険
物
を
流
さ
な
い

④
油
や
薬
品
を
流
さ
な
い

⑤
雨
水
を
流
さ
な
い

問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
下
水
道

係
1

８
８
１
１
、
白
沢
町
産
業

建
設
課
建
設
上
下
水
道
係
1
内
線

３
７
、
利
根
町
産
業
建
設
課
建
設

上
下
水
道
係
1
内
線
３
５
へ
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10月の巡回移動図書の日程
10月 と　　き と　　　こ　　　ろ

10: 00～10 :20
10 : 30～10 :50
11 : 00～11 :40
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10 :15
10 : 25～10 :55
11 : 05～11 :35
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10 :20
10 : 30～10 :50
11 : 00～11 :35
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10 :30
10 : 45～11 :15
1 : 15～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10 :20
10 : 30～10 :55
11 : 05～11 :30
1 : 30～ 2 :00
2 : 15～ 2 :45
2 : 50～ 4 :15
10 : 15～10 :45
11 : 00～11 :30
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :15
10 : 30～11 :00
11 : 10～11 :40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :15
10 : 30～11 :00
11 : 10～11 :40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :45
10 : 30～11 :00
11 : 30～12 :00
1 : 20～ 1 :40
1 : 50～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45
2 : 30～ 3 :45

利根川ダム統合管理事務所
薄 根 町 公 民 館
県 利 根 沼 田 振 興 局
新 町 公 民 館
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所
升 形 小 学 校
岡谷町生活改善センター
下発知町生活改善センター
奈 良 町 農 事 研 修 所
上発知町生活改善センター
中発知町生活改善センター
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 多 目 的 集 会 所
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
堀廻町構造改善センター
善桂寺町活性化センター
町田町水田転作推進研修所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利根園原ふれあい屋内運動場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校
利 根 東 小 学 校

22日
（水）
23日（木）

21日
（火）

17日
（金）

16日
（木）

15日
（水）

９日
（木）

８日
（水）

３日
（金）

７日
（火）

２日
（木）

図書館の
休館日

９月１.８.15.22.23.26.29日／
10月６.13.20.27.30日

図書館1○０５５０22

９月・10月

９月６日(土)
９月20日(土)
10月４日(土)
10月18日(土)

｢ねないこだれだ｣
｢いいからいいから｣
｢やまのぼり(ばばばあちゃん)｣
｢へんしんおんせん｣

とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや

「
サ
ラ
ダ
パ
ー
ク
ぬ
ま
た
」か
ら
の

お
知
ら
せ

市
中
学
校
国
際
交
流
事
業

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
報
告
会
を
開
催

し
ま
す

９
月
10
日(

水)

は

「
下
水
道
の
日
」で
す

９
月

図
書
館
の
特
集
コ
ー
ナ
ー

も
　
り

９月27日(土)
午前11時～売切次第終了

第３回気仙沼支援サンマ祭り

保存版 家庭ごみの
分け方・出し方

８月10日(日)に市民プールで開催した市民体育大会水
泳の部の結果は、次のとおりです。

問い合わせ ＮＰＯ法人沼田市体育協会(市民体育館
内)1○24９４４４へ

第44回市民体育大会(水泳の部)成績

１位
２位
３位
４位
５位

東部支部
利南支部
薄根支部
池田支部
利根支部

91点
84点
75点
69点
63点

６位
７位
８位
９位
10位

川田支部
西部支部
北部支部
白沢支部
中部支部

60点
52点
51点
37点
24点



全
国
で
は
、
毎
年
約
３
万
人
が
自

ら
の
命
を
絶
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の

自
殺
者
数
は
年
間
約
４
５
０
人
で
、

こ
れ
は
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
約

４
倍
で
す
。

自
殺
は
、
健
康
問
題
、
経
済
・
生

活
問
題
、
家
庭
問
題
な
ど
に
よ
り
心

理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
状
態
か
ら
起

こ
る
こ
と
が
多
く
、
亡
く
な
っ
た
人

の
大
半
は
自
殺
す
る
前
に「
う
つ
病
」

な
ど
の
病
気
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
や
不
眠
な
ど
で
心
が
疲

れ
る
と
誰
で
も「
う
つ
病
」に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
自
身
の
変

化
に
気
付
い
た
ら
１
人
で
悩
ま
ず
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
か
、

電
話
相
談
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
周
囲
に
心
の
問
題
で
悩
ん
で
い

る
人
が
い
た
ら
、専
門
家
に
つ
な
ぎ
、

見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

相
談
窓
口

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統

一
ダ
イ
ヤ
ル
1
０
５
７
０(

０
６

４)
５
５
６
、
群
馬
県
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー
1
０
２
７(

２
６

３)

１
１
５
６

問
い
合
わ
せ

利
根
沼
田
保
健
福
祉

事
務
所
1

２
１
８
５
、
健
康
課

保
健
係(

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

1
内
線
７
６
２
０
４
、
社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係(

東
原
庁
舎
内)

1

内
線
７
７
２
６
８
へ

虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る

障
害
の
あ
る
人
を
発
見
し
た
ら
、
速

や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
通
報
や
届
け
出
を
し
た
人
の
個
人

情
報
は
、
守
秘
義
務
に
よ
り
守
ら

れ
ま
す
。
匿
名
に
よ
る
通
報
も
受

け
付
け
ま
す

問
い
合
わ
せ

市
障
害
者
虐
待
防
止

セ
ン
タ
ー
・
社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係(

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７

２
５
２
へ

在
宅
で
心
身
障
害
の
あ
る
人
の
介

護
を
行
う
保
護
者
が
一
時
的
に
介
護

が
で
き
な
い
場
合
に
、
あ
ら
か
じ
め

市
に
登
録
し
て
い
る
介
護
者
に
介
護

を
委
託
す
る
制
度
で
す
。

利
用
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
介
護
者
の
資
格
を
有
す
る

人
で
、
登
録
介
護
が
で
き
る
人
は
市

に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
介
護
者
の
資
格

保
育
士
、
社

会
福
祉
主
事
、
社
会
福
祉
士
、
介

護
福
祉
士
、
保
健
師
、
看
護
師
、

准
看
護
師
、
理
学
療
法
士
、
教
諭
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
い
ず
れ
か
の

資
格
を
持
つ
人

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係(

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７

２
５
２
へ
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広報ぬまた 平成26年９月１日

市役所 123－2111524－5179 白沢町振興局 153－2111553－2188 利根町振興局 156－2111556－3674

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引(

売

買
契
約
や
売
買
予
約
、
代
物
弁
済
な

ど)

を
行
っ
た
場
合
は
、
国
土
利
用

計
画
法
に
よ
り
、
届
け
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
区
域

内
で
は
５
０
０
０
㎡
以
上
、
同
区
域

外
で
１
万
㎡
以
上
で
す
。

契
約
締
結
後
は
、
２
週
間
以
内
に

市(

都
市
計
画
課)

を
経
由
し
て
県
知

事
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
計
画
係

内
線
1
４
２
２
８
へ

県
看
護
協
会
で
は
、
現
在
就
職
し

て
い
な
い
看
護
職
の
資
格
を
持
つ
皆

さ
ん
の
再
就
職
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

再
就
職
に
不
安
な
人
の
講
習
会
や
病

棟
実
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
看
護
協
会
へ
の
登
録
も

推
進
し
て
い
ま
す
。

■
復
職
支
援
研
修
会

と
き

９
月
10
日(

水)

か
ら
12
日

(

金)

ま
で
の
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
45
分

と
こ
ろ

国
立
病
院
機
構
沼
田
病
院

受
講
料

無
料

そ
の
他

研
修
会
と
登
録
の
詳
細
は
、

県
看
護
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

県
看
護
協
会
1
０
２

７(

２
６
９)

５
５
６
５
へ

県
農
業
公
社
で
は
、
農
地
中
間
管

理
事
業
に
よ
る
農
地
の
借
受
希
望
者

の
募
集
を
開
始
し
ま
す
。

申
込
方
法

県
農
業
公
社
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(http：

//w
w
w
.gnk.or.jp

/)

上
か
ら
農
用
地
等
借
受
応
募
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
農
林

課
振
興
係
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る

応
募
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、

群
馬
県
農
業
公
社(

〒
３
７
１-

０

８
５
２
前
橋
市
総
社
町
総
社
２
３

２
６-

２)

に
郵
送
、
ま
た
は
持
参

申
込
期
限

９
月
30
日(

火)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(

公
財)

県
農
業
公
社
1
０
２
７(

２
５
１)

１
２
２
０
、
農
林
課
振
興
係
1
内

線
３
２
３
４
へ

と
き

10
月
18
日(

土)

午
前
９
時

と
こ
ろ

川
田
運
動
広
場

対
象

市
内
在
住
の
身
体
に
障
害
の

あ
る
人
と
そ
の
家
族

申
し
込
み

10
月
３
日(

金)

ま
で
に

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
へ

■
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
は
、

市
内
７
支
部
で
構
成
さ
れ
、
会
員
数

は
約
２
０
０
人
で
す
。
相
互
援
助
を

推
進
し
資
質
の
向
上
や
地
域
と
の
関

わ
り
を
持
ち
な
が
ら
活
動
を
続
け
て

い
ま
す
。

主
な
活
動

定
期
総
会
の
開
催
／
研

修
旅
行
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
／
県
身

体
障
害
者
団
体
連
合
会
が
主
催
す

る
各
行
事
へ
の
参
加
／
各
支
部
独

自
の
行
事
な
ど

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係(

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７

２
６
８
へ

と
き

10
月
26
日(

日)

午
前
９
時
〜

正
午

と
こ
ろ

利
根
沼
田
広
域
東
消
防
署

２
階
会
議
室(

利
根
町
平
川)

定
員

10
人(

先
着
順)

申
し
込
み

９
月
10
日(

水)

か
ら
10

月
24
日(

金)

ま
で
に
、
最
寄
り
の

消
防
署
へ(

土
・
日
曜
日
、
祝
日

も
受
け
付
け
ま
す)

問
い
合
わ
せ

中
央
消
防
署
1
●
１

７
３
４
、
東
消
防
署
1
●
２
３
０

０
、
西
消
防
署
1
●
０
０
０
２
、

北
消
防
署
1
●
４
３
４
９
へ
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お
知
ら
せ

９
月
は
自
殺
予
防
月
間
で
す

市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

障
害
の
あ
る
人
の
登
録
介
護
者

(

レ
ス
パ
イ
ト)

事
業
の
案
内

大
規
模
土
地
取
引
に
は
届
け
出
が

必
要
で
す

大
規
模
土
地
取
引
に
は
届
け
出
が

必
要
で
す

看
護
職
員
等
復
職
支
援
研
修
会
と

県
看
護
協
会
へ
の
登
録
の
案
内

農
地
の
借
受
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

普
通
救
命
講
習
会
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

募
　
　
集

���
���

月
火
水
木
金
土・日

胃下垂
急性肝炎について
慢性肝炎と肝硬変について
排卵と月経のしくみ
女性の基礎体温について
切迫早産の原因と治療

■1０２７(２３４)４
ヨ

９
ク

７
ナ

０
レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。
http://www.raijin.com/kenko/

【直接相談タイム】直接医師が電話にでます。
９月は11日(木)婦人科・内科と18日(木)歯科です。
※時間はいずれも午後７時30分～９時

９月の健康テレホンサービス
人権って何だろう

人権とは、全ての人々が生命と自由を確保し、それぞれ

の幸福を追求する権利、あるいは人間が人間らしく生きる

権利で、生まれながらに持つ権利です。誰にとっても身近

で大切なものです。豊かで成熟した社会を実現するために

は、一人一人の人権が尊重されることが極めて重要となり

ます。しかし、昨年度のわが国における人権に関する状況

を振り返ると、インターネット上の誹謗中傷やプライバシ

ー侵害、子どもに関するいじめや体罰、虐待の人権問題が

生じたほか、特定の国籍の外国人を排除する趣旨の言動が

公然と行われていることが、いわゆるヘイトスピーチとし

て取り上げられ、社会的な関心を集めた１年でありました。

法務省の人権擁護機関では、あらゆる人権侵害の予防・

救済のために、人権相談・人権侵犯事件の調査救済活動を

行っています。政府は、国民に対する人権教育・啓発活動

をさらに推進することが必要であるとの観点から、府省庁

間などの連携を図り、その取り組みを進めています。①学

校教育では、人権教育や道徳教育の一層の充実など、人権

尊重意識を高める取り組みを行い、②社会教育では、地域

が抱える課題解決に役立つ｢仕組みづくり｣の推進などによ

り、地域の社会教育における人権教育の取り組みを支援し

ています。③人権啓発では、人権について国民が正しい認

識を持ち、日常生活の中で態度面や行動面などで確実に根

付くように、さまざまな啓発活動などに取り組んでいます。

(｢法務省平成26年度　人権・啓発重点目標｣より一部抜粋)
問い合わせ 社会教育課社会教育係1内線３３３３へ

身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開

催
し
ま
す



と
き

９
月
22
日(
月)
午
後
１
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

会
議
室

相
談
内
容

相
続
・
遺
言
、
離
婚
に

伴
う
養
育
費
な
ど
の
取
り
決
め
、

金
銭
の
貸
借
、
土
地
・
建
物
の
賃

貸
借
、
任
意
後
見
契
約
な
ど
の
ほ

か
、
公
正
証
書
に
関
す
る
こ
と

相
談
料

無
料(

要
予
約)

申
込
期
限

９
月
17
日(

水)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

前
橋
公

証
役
場
1
０
２
７(

２
２
３)

８
２

７
７
へ

と
き

10
月
16
日(

木)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

相
談
室
ほ
か
　

内
容

知
的
障
害
者
の
療
育
手
帳
の

判
定
、
障
害
基
礎
年
金
の
診
断
な

ど
対
象

18
歳
以
上
の
人

相
談
料

無
料(

要
予
約)

申
込
期
限

９
月
18
日(

木)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係(

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７
２
６
８
へ

と
き

10
月
１
日(

水)

午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

研
修
室

相
談
科
目

整
形
外
科

内
容

身
体
障
害
者
の
各
種
相
談
や

補
装
具
の
要
否
判
定

※
障
害
が
重
度
で
移
動
が
で
き
な
い

場
合
な
ど
は
、
自
宅
に
訪
問
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す

相
談
料

無
料(

要
予
約)

申
込
期
限

９
月
19
日(

金)

用
意
す
る
物

印
鑑
、
身
体
障
害
者

手
帳

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
福

祉
課
障
害
福
祉
係(

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７
２
６
８
へ

不
動
産
鑑
定
士
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。

と
き

10
月
２
日(

木)

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ

市
役
所
３
階
第
三
委
員
会

室
問
い
合
わ
せ

県
地
域
政
策
課
1
０

２
７(

２
２
６)

２
３
６
６
、(

公
社)

群
馬
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
1
０

２
７(

２
４
３)

３
０
７
７
へ

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
女
声
合
唱
団
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド(

東

原
新
町)→

２
万
円
▽
エ
ー
デ
ル
ワ

イ
ス
合
唱
団(
昭
和
村
貝
野
瀬)→

２

万
円
▽
東
部
防
火
協
会(

利
根
町
平

川)→

１
万
８
０
０
０
円
▽
群
馬
県

自
動
車
整
備
振
興
会
沼
田
利
根
支
部

(

岡
谷
町)→

３
万
２
６
８
１
円
▽
美

翔
会(

榛
名
町)→

４
万
２
４
８
１
円

▽
生
命
保
険
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
群
馬
県
協
会(

高

崎
市
八
島
町)→

タ
オ
ル
１
０
０
本
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相
　
　
談

公
証
相
談

知
的
障
害
者
の
巡
回
相
談

10
月
は
土
地
月
間
で
す

土
地
価
格
な
ど
の
無
料
相
談
会

県
心
身
障
害
者
福
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（敬称略）

東日本大震災寄付金・義援金累計額(８月18日現在：敬称略) 寄付金761万6,543円／義援金2,486万7,172円
問い合わせ 災害支援本部総合相談窓口1内線３３６２

放射線量測定結果

■測定に使用した機器　日立アロカ製　シンチレーションサーベイメータ　TCS171-B
■測定者　市環境課職員
■問い合わせ　環境課環境係(東原庁舎内)1内線７７３７２

測定地点

市役所本庁舎
利南公民館
池田公民館
薄根公民館
川田公民館
白沢町振興局
利根町振興局
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測定値（単位：マイクロシーベルト／時間）
地表０cm 地表50cm 地表100cm

(８月18日)

市役所 123－2111524－5179 白沢町振興局 153－2111553－2188 利根町振興局 156－2111556－367419

保健ガイド 10月
種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所対　象　者　な　ど

午後１時～１時30分

午後１時～１時45分

午後０時45分～１時30分

午前９時30分～11時

保健福祉センター

保健福祉センター

４ カ 月 児

10 カ 月 児

１歳６カ月児

２ 歳 児 歯 科

３ 歳 児

エンゼルクラブ

わんぱくクラブ

健
康
診
査

育児
相談

■対象：全域

■対象：全域
10月22日(水)

10月14日(火)

10月21日(火)

10月１日(水)

10月29日(水)

10月10日(金)

10月24日(金)

平成26年６月生まれ

平成25年12月生まれ

平成25年３月18日～４月13日生まれ

平成23年６月12日～７月15日生まれ

平成23年７月16日～８月８日生まれ

乳児(１歳未満)

幼児(１歳以上)

俳は
い

聖せ
い

と
呼
ば
れ
た
松
尾
芭
蕉
。
元げ
ん

禄ろ
く

７(

１
６

９
４)

年
10
月
に
51
歳
で
没
し
た
後
、
そ
の
蕉
風ふ
う

を
作
句
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
、
芭
蕉
の
句
を
刻
ん

だ
碑
を
俳は
い

諧か
い

人じ
ん

た
ち
は
数
多
く
建
立
し
て
い
る
。

全
国
芭
蕉
句
碑
・
塚
碑
・
文
学
碑
調
査
会
に
よ

る
と
、
数
年
前
の
調
査
で
全
国
に
３
２
３
０
基

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
驚
く
べ
き
数
で
あ
る
。

そ
の
中
、
群
馬
県
に
は
２
０
０
基
ほ
ど
が
確
認

さ
れ
、
長
野
県
に
次
ぐ
多
さ
と
い
う
。

「
一
夜
寝
て
　
寒
さ
く
ら
べ
む
　
草
の
庵あ
ん

」、

尾
合
の
俳
人
で
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
活
躍

し
た
鶴つ
る

淵ぶ
ち

柳
糸
り
ゅ
う
し(

俳
号
柳
祖
り
ゅ
う
そ)

が
自
宅
前
に
、
柳

祖
惣そ
う

蓮れ
ん

社
中
と
し
て
大
き
な
自
然
石
に
彫
っ
た

芭
蕉
の
句
碑
で
あ
る
。
柳
糸
49
歳
、
文
久
２(

１

８
６
２)

年
頃
と
い
わ
れ
る
。
書
は
柳
糸
と
特
別

な
交
友
が
あ
っ
た
前
橋
市
の
小
出
の
藍あ
い

沢ざ
わ

無む

満ま
ん

、

88
歳
の
円
熟
の
極
み
に
達
し
た
能
書
が
碑
面
に

踊
る
。
無
満
は
書
や
俳
句
で
秀ひ
い

で
、
寺
子
屋
を

開
き
多
く
の
門
人
や
筆
子
を
育
て
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
。
老
農
家
船ふ
な

津つ

伝で
ん

次じ

平べ
い

も
そ
の
１
人
で

あ
る
。
下
小
出

の
香こ
う

集
寺
に
は

「
筆
塚
」も
建
て

ら
れ
て
い
る
。

柳
糸
、
そ
し
て

子
の
光こ
う

雨う

、
平
出
の
小
野
蓮れ
ん

那な

、
子
の
逸い
つ

堂ど
う

な

ど
当
時
の
白
沢
地
区
の
俳
諧
は
非
常
に
盛
ん
で
、

多
く
の
俳
人
を
輩
出
し
た
歴
史
が
み
ら
れ
る
。

「
山
里
の
　
月
日
は
　
長
し
　
菊
の
花
」、
岩

室
の
坂
の
中
ほ
ど
、
岩
室
神
社
の
境
内
に
あ
る

芭
蕉
の
句
碑
。
高
さ
90
㌢
、
幅
87
㌢
、
や
や
円

形
の
自
然
石
に
刻
ま
れ
る
。
書
は
旧
碓う

氷す
い

郡ぐ
ん

坂

本
出
身
の
俳
人
、
仁に

井い

田だ

碓た
い

嶺れ
い

。
碓
嶺
は
若
く

し
て
江
戸
に
出
て
春
秋
庵
二
世
、
後
に
小こ

蓑さ
い

庵あ
ん

二
世
を
継
い
だ
有
名
な
俳は
い

諧か
い

人じ
ん

で
あ
る
。
芭
蕉

の
句
碑
で
最
も
多
く
使
わ
れ
る
句
は「
古ふ
る

池い
け

や

蛙
飛
び
込
む
　
水
の
音
」と
い
わ
れ
る
。
誰
し
も

知
る
句
で
あ
る
。

４
行
に
句
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
し
た
岩
室
神

社
の
句
碑
。
こ
の
句
の
造
碑
は
ほ
と
ん
ど
聞
い

た
こ
と
が
な
い
が
、
小
高
い
鎮
守
の
森
に
囲
ま

れ
た
こ
の
空
間
に
立
つ
と
、
山
里
の
た
た
ず
ま

い
、
風
の
音
な
ど
が
、
不
思
議
な
ほ
ど
句
に
似

合
う
。
白
沢
町
の
２
つ
の
芭
蕉
句
碑
、
既き

成せ
い

の

枠
に
と
ら

わ
れ
な
い
、

奥
深
い
選

句
に
感
嘆

す
る
ば
か

り
で
あ
る
。

沼田市文化財調査委員
金井 竹徳

歴史
ぬ ま た

探 訪 98

利根保健福祉センターのびのび学級育児教室

■対象：利根町管内
幼児と保護者

ば
し
ょ
う

申し込み・問い合わせ　利根町総務課市民係1内線２９

問い合わせ　健康課保健係1内線７６２０４

申し込み・問い合わせ　健康課保健係1内線７６２０４、健康課予防係1内線７６２０７

午前９時45分～10時

ぶ
ん
き
ゅ
う

し
ゅ
う
じ

し
ょ
う

し
ゅ
ん
じ
ゅ
う
あ
ん

か
わ
ず

白
沢
町
の
芭
蕉
句
碑

10月15日(水)

市 民 献 血

にこにこ健康相談

禁 煙 相 談

母子健康手帳交付

マタニティセミナー

10月７日(火)

10月28日(火)

午前10時～11時30分

午前８時30分～午後５時

午前８時30分～11時30分

保健師・栄養士の個別相談

○健診結果の見方の説明

○各種測定(血圧、体脂肪、尿検査、血管

年齢)

○食事の相談

○歯科相談(薄根公民館のみ)

効果的な禁煙方法を紹介

○禁煙意志がある喫煙者とその家族など

妊娠届出書を持参してください

市役所市民ホール

薄 根 公 民 館

保健福祉センター
月～金曜日
(祝日を除く)

(

尾
合
　
鶴
淵
家)

(

岩
室
　
岩
室
神
社)

10月はお休みです

10月はお休みです

10月はお休みです

■10月の休館日 ６.13.20.27日
■ふれあい健康相談
とき ９月10日(水)・10月９日(木)

午前10時～11時30分
内容 血圧測定・握力測定

1○23３４９７
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